
特徴：モッカイトはムーカイトともよば
れ、西オーストラリアのウィンダリアラ
ジオラライト層だけで見つかる。白亜紀
前期に放散虫などの殻が堆積してできた
チャートがさらに珪化してオパールやカ
ルセドニーのようになったもの。主成分
は二酸化ケイ素で、メノウやジャスパー
によく似た石。白、赤、紫、黄などさま
ざまな色のものがある。

さまざまな色のモッカイト

Mookaito
硬度：6-7
主成分：SiO2　
　　　 （二酸化珪素）
産地：オーストラリア
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